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低流量低圧条件におけるロッドバンドルの分布パラメータの増加をモデル化したドリフトフラックス相関

式を開発した。本相関式を組み込んだ RELAP5 コードと EPRI の式が組み込まれたオリジナルの RELAP5

コードのロッドバンドル内ボイド率の予測精度を比較した。 
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1. 緒言 ロッドバンドルにおける従来のボイド率相関式は、ミ

ッドループ運転中の事故や LOCA 時の解析で重要となる低流量

低圧条件下での二相流挙動を適切に予測できない。本研究では、

低流量低圧条件下での分布パラメータの増加をモデル化したド

リフトフラックス相関式を開発した。さらに、本相関式を

RELAP5 コードに組み込み、実験解析によりボイド率の予測精

度を検証した。 

２．相関式の開発 相関式の開発には低流量低圧条件下におけ

る 8×8ロッドバンドルデータを用いた[1]。図 1 に、実験から得

られた分布パラメータの評価結果を示す[2]。低流量条件で分布

パラメータは増加し、極大値に達した後は流量の増加に伴い減

少し、実機運転条件での分布パラメータの値に漸近した。この

データから、分布パラメータの相関式を気液流束の関数として

与えた[2]。また、圧力影響は気液密度比により考慮した[3]。 

３．検証解析 本相関式を RELAP5 コードに組み込み、ロッド

バンドル内ボイド率の予測精度を RELAP5 コードにオリジナル

の EPRI 相関式と比較した。図 2 に、大気圧条件下 8×8 ロッド

バンドルデータに対する解析結果を示す。EPRI 相関式は低ボイ

ド率領域(約 0.2 以下)においてボイド率を過小評価した。一方、

新しく開発した本相関式は±15%の範囲で実験データを再現し、

EPRI 相関式よりも精度が向上することを確認した。これは、低

流量低圧条件下において生ずる再循環流による流路中央へのボ

イドの集積を、本相関式が適切に考慮しているためと考えられ

る。図 3 に、小 LOCA 時圧力条件下の THTF 64 本バンドル実験

[4]に対する解析結果を示す。本相関式と EPRI 相関式とでボイド

率予測精度に大きな差はない。高圧条件では、浮力効果が減少

することから再循環流の発達が妨げられるため、本相関式の予

測精度が EPRI 相関式と大差ないことは妥当な結果であると考

えられる。 
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  図 1  分布パラメータ[2] 

 

  図 2  8×8 バンドル実験解析 

 

  図 3  THTF 64 本バンドル実験解析 
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